
第64期 中間報告書

平成24年４月１日から平成24年９月30日まで
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ご 挨 拶

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、当社第64期中間期（平成24年４月１日から平成24年９月30

日まで）の営業の概況につきましてご報告申し上げます。

　当社の主力事業である石油業界の当中間期における市場環境は、

欧州債務問題による世界経済の先行き不透明感による不安から原油

価格（ドバイ原油）が下落傾向にありましたが、７月に入り主要国

による追加金融緩和の観測から上昇に転じ、期平均で前年同期比３

ドル安の106ドルとなりました。国内石油製品の需要は、原子力発

電所の稼働停止の影響等により電力向け重油・原油を中心に増加し

ているものの、国内石油製品価格は、原油市況の急激な下落を受け

て前年同期を下回る水準となりました。

　当社石油事業のサービスステーション部門におきましては、油外

商品の強化というテーマをより具体的なメニューに落とし込み、確

実な利益確保に努めております。「レンタカー」事業は、車両入れ

換えと増車を行い、売上も順調に推移しております。「車検」は、

提案型の要素を強めたお見積りにより客単価の向上を図り、収益増

に努めております。「洗車」は、コーティングを含めた専門店化を

より強化し、収益アップを図っております。また、新たな油外強化

策の一つとして「タイヤ」に注力しており、商品の拡販と同時に作

業収益増に努めております。７月下旬まで原油価格の下落が続き、

これによりガソリンの店頭価格が連続して下落となりました。８

月・９月は上昇に転じたものの、売上高は計画を下回る結果となり

ました。しかしながら油外収益や販売管理費削減などでそれを吸収

し、営業利益は計画を上回りました。

　直需・卸部門におきましては、欧州債務問題を始め様々な要因で

原油市況の不安定な動きが続いています。第１四半期から行ってい

る積極的な新規開拓、既存客シェアアップ営業施策の実施に加え、

油槽所稼働率アップが順調に推移し、需要家のニーズ及び志向の多

様化に対応した結果、売上高・販売数量・営業利益共に前年同期実

績及び今期計画を上回りました。

　これらの結果、石油事業の当中間期の売上高は２６億３０百万円

（前年同期比9.4％増）、営業利益は７２百万円（前年同期比14.5％

増）となりました。
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　専門店事業であるサイクルショップ「コギー」におきましては、

震災特需の反動による売上の低迷を受け、前期に引き続き値引き販

売の抑制、作業工賃収益の確保に重点を置き取組んで参りました。

またサイクルライフ充実のための関連品の販売にも注力致しまし

た。値入率の高い輸入商品の導入も積極的に進めております。

　これらの結果、専門店事業の当中間期の売上高は２億８２百万円

（前年同期比1.0％減）、営業利益は１１百万円（前年同期比13.4％

減）となりました。

　不動産事業におきましては、当中間期も計画通りに順調に推移

し、売上高は９１百万円（前年同期比0.7％増）、営業利益は５８百

万円（前年同期比8.4％増）となりました。

　これらの結果、当中間期の売上高は３０億４百万円（前年同期比

8.1％増）、営業利益は４６百万円（前年同期比10.7％増）、経常利

益は３１百万円（前年同期比14.1％減）となり、これに訴訟関連費

用を含む特別損益を加減した税引前中間純利益は２６百万円（前年

同期比13.4％減）となり、これに法人税、住民税及び事業税を加減

した結果、中間純利益は２０百万円（前年同四半期比 19.2％減）

となりました。

　今後の見通しにつきましては、不動産事業において建物の耐震診

断を受け、耐震補強等を検討中であり、その工事費用及び賃貸収入

減の可能性があるものの、石油事業の直営での増客・増収、直販・

卸部門での冬季に向けた更なる販売数量や営業利益の増加、専門店

事業での新しい店舗の展開を含めた売上増加を見込んでおります。

また、運転資金面においては、営業資金の回収と支出のバランスを

図ることに努めております。結果、営業利益および経常利益は順調

に推移しており、引き続き取り組んで参ります。

　株主の皆様には、引き続きご指導ご支援を賜りますようお願い申

し上げます。

平成24年12月

取締役社長 大 矢 晃 久
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中間貸借対照表

(平成24年９月30日現在) (単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 1,229,288 流 動 負 債 1,229,282

現金及び預金 375,248 買 掛 金 383,753

受 取 手 形 89,540 短 期 借 入 金 608,794

売 掛 金 420,236 一年以内返済予定長期借入金 51,996

商 品 286,895 未払法人税等 9,147

そ の 他 の 流 動 資 産 65,684 そ の 他 の 流 動 負 債 175,591

貸 倒 引 当 金 △8,316 固 定 負 債 860,632

固 定 資 産 1,946,332 長 期 借 入 金 346,220

有形固定資産 1,633,993 再評価に係る繰延税金負債 282,747

建 物 286,656 そ の 他 の 固 定 負 債 231,665

土 地 1,278,551 負 債 合 計 2,089,915

その他の有形固定資産 68,785 純 資 産 の 部

無形固定資産 1,004 株 主 資 本 627,353

投資その他の資産 311,334 資 本 金 114,790

投資有価証券 3,545 資 本 剰 余 金 1,028,238

差 入 保 証 金 合 計 290,793 利 益 剰 余 金 △464,102

その他の投資 65,695 そ の 他 利 益 剰 余 金 △464,102

貸 倒 引 当 金 △48,700 自 己 株 式 △51,572

評価・換算差額等 458,351

土地再評価差額金 458,351

純 資 産 合 計 1,085,705

資 産 合 計 3,175,621 負債及び純資産合計 3,175,621

(注) 記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しておりま
す。
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中間損益計算書

(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで) (単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 3,004,398

売 上 原 価 2,417,664

売 上 総 利 益 586,734

販売費及び一般管理費 540,591

営 業 利 益 46,142

営 業 外 収 益

受 取 利 息 ・ 配 当 金 892

そ の 他 の 営 業 外 収 益 1,270 2,162

営 業 外 費 用

支 払 利 息 10,717

そ の 他 の 営 業 外 費 用 5,994 16,712

経 常 利 益 31,593

特 別 利 益

資 産 除 去 債 務 戻 入 益 11,398

店 舗 閉 鎖 損 失 引 当 金 戻 入 額 1,560 12,958

特 別 損 失

減 損 損 失 1,996

訴 訟 関 連 費 用 16,142 18,139

税 引 前 中 間 純 利 益 26,412

法人税、住民税及び事業税 5,807

中 間 純 利 益 20,604

(注) 記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しておりま
す。
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中間株主資本等変動計算書

(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで) (単位：千円）

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
そ の 他

資本剰余金

資本剰余金

合計

そ の 他

利益剰余金

繰越利益

剰 余 金

平成24年４月１日残高 90,000 1,003,448 1,003,448 △484,707

中 間 期 変 動 額

新 株 の 発 行 24,790 24,790 24,790

中 間 純 利 益 20,604

自 己 株 式 の 取 得

自 己 株 式 の 処 分

株主資本以外の項目の事業年度中の変動額(純額)

中 間 期 変 動 額 合 計 24,790 24,790 24,790 20,604

平成24年９月30日残高 114,790 24,790 1,003,448 1,028,238 △464,102

株 主 資 本

自己株式
株主資本

合 計

平成24年４月１日残高 △2,911 605,830

中 間 期 変 動 額

新 株 の 発 行 49,580

中 間 純 利 益 20,604

自 己 株 式 の 取 得 △49,623 △49,623

自 己 株 式 の 処 分 962 962

株主資本以外の項目の事業年度中の変動額(純額)

中 間 期 変 動 額 合 計 △48,661 21,523

平成24年９月30日残高 △51,572 627,353

評価・換算

差 額 等 純資産

合 計土地再評価

差 額 金

平成24年４月１日残高 446,438 1,052,268

中 間 期 変 動 額

新 株 の 発 行 49,580

中 間 純 利 益 20,604

自 己 株 式 の 取 得 △49,623

自 己 株 式 の 処 分 962

株主資本以外の項目の事業年度中の変動額(純額) 11,913 11,913

中 間 期 変 動 額 合 計 11,913 33,437

平成 24年９月 30日残高 458,351 1,085,705

（注） 記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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会社の概要 (平成24年11月30日現在)

会 社 名 ダイヤ通商株式会社

本 社 〒113-0033

東京都文京区本郷三丁目15番９号
　 ＳＷＴビル４階

資 本 金 114,790,000円

発行済株式の総数 8,222,000株

主要な事業内容 サービスステーション 13店

サイクルショップ「コギー」 10店

石油製品の卸および直販などの経営

取締役および監査役 (平成24年９月30日現在)

取締役 社 長
(代表取締役) 大 矢 晃 久 常勤監 査 役 山 﨑 伸 夫

常務取 締 役 山 下 和 泉 監 査 役 塚 原 康 司

取 締 役 北 野 稔 監 査 役 森 幸 雄
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店舗のご案内 (平成24年11月30日現在)

サービスステーション

東 京 都 巣 鴨 SS

湯 島 SS

佃 大 橋 SS

東 久 留 米 中 央 SS

日 野 万 願 寺 SS

SS ヨ ン ク 大 塚

SS ヨ ン ク 足 立

埼 玉 県 SS ヨ ン ク 和 光

神 奈 川 県 ヨ ン ク 菅 馬 場 店

栃 木 県 足 利 小 俣 SS

宮 城 県 SS ヨ ン ク 幸 町

セ ル フ 岩 切

仙 台 工 業 団 地 SS

東 京 都 ららぽーと豊洲店

神 奈 川 県 た ま プ ラ ー ザ 店

藤 沢 店

金 沢 文 庫 店

藤 沢 ２ 店

ららぽーと横浜店

辻 堂 駅 前 店

戸 塚 駅 前 店

川 崎 駅 前 店

西 谷 駅 前 店
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株式についてのご案内

事 業 年 度 毎年４月１日～翌年３月31日

定 時 株 主 総 会 毎年６月

配当金支払株主確定日 期末配当………………毎年３月31日

中間配当を行う場合は毎年９月30日

単 元 株 式 数 1,000株

公 告 掲 載 新 聞 東京都において発行する日本経済新聞

株主名簿 管 理 人

特別口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 〒137-8081

東京都江東区東砂七丁目10番11号

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

電話0120－232－711(通話料無料)

(お知らせ)

・株式に関するお手続きについて

株式に関するお手続き（届出住所／姓名などの変

更、配当金の振込方法／振込先の変更など）につきま

しては、お取り引きされている証券会社へお問い合わ

せください。

・特別口座について

株券電子化の施行日（2009年１月５日）以前に証券

保管振替機構を利用されていない株主様の所有株式

は、特別口座で管理されております。

特別口座で管理されている株式に関する各お手続き

は、上記の三菱UFJ信託銀行の連絡先へお問い合わせ

ください。
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